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第 3 章では、リアルオプション・モデルを用い、 C02 排出権の価値の分析を行っている。分析のために、政策決定
者の問題を、純便益の期待総割引現在価値を最大化する問題と設定し、この問題を最適停止問題として分析している。
分析の結果、 C02 排出権の価値を導出し、更に、数値例を用いて比較静学も行っている。
第 4章では、不確実性下において、政策の実施時に、政策の規模と独立な費用と比例した費用がかかる環境政策の
分析を行っている。この分析を行うため、汚染物質から発生する期待総費用を最小化する政策決定者の問題を、 QVI
(準変分不等式)を用いる確率インパルス制御問題として定式化している。分析の結果、最適な汚染物質の排出削減
水準、排出削減量、政策実施時刻を求め、また、政策の価値評価も行っている。更に、数値例を用い、最適な環境政
策に関する比較静学も行っている。
第 5 章では、留保金がドリフト付きのブラウン運動に従い確率的に変動し、企業が配当を実施するに際し、取引費
用として配当額とは独立した固定費用とそれに比例した費用がかかる場合の配当政策を分析している。分析のために、
期待総割引配当を最大化する企業の問題を、 QVI を用いる確率インパルス制御問題として定式化している。留保金が
ある水準に到達すると、一定額の配当を支払という配当政策が最適であると推測されるが、この推測が正しいことを
数学的に厳密に示すと共に、推測された最適な配当政策が一意的に存在することをも示している。更に、数値例を用
い、最適な配当政策に関する比較静学も行っている。
論文審査の結果の要旨
本論文で、扱われたテーマはいずれも興味深く、また、その定式化と分析に用いられた方法論も極めて信頼できるも
のである。モデルの妥当性に対する検証などの点で不満はあるものの、論文全体としてレベルは高く、博士(経済学)
を授与するに値すると判断する。
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